


















1. EMG 500kc/s (1) 156 kc/s 
2. 410 (2) 152 
3. 425 (3) 143 
4. 468 (4)中波





















ありますが， VLF,LF, MF, HF, VHF, 
-34 -
UHF, SHF及びEHFが周波数帯の略称として
使用されています。
写真の船舶用無線電信送信機は長波帯及び中
波帯の発振部を備えており，今では珍らしい送
信機です。
船舶川無線鼈信送信機の発射できる電波の周
波数は国際的また国内的に定められています。
昭和17年当時の海上移動業務（船舶局相互間
又は船舶局と海岸局相互間の情報交換）には長
波帯で10,._,125kc/s（移動）， 125,._,150 k<'/s（海
上移動で公衆通信のみを取扱うもの）， 150~160
kg/s（移動）及び中波帯では400~515ke/s，特
に500k<V's (600 m)の電波は国際の呼出し及び
遭難電波に指定されています。わが国では 143
kc/s（呼出用）， 125及び136k炉いs（通信用），500
k凶（呼出用，遭難通信用）， 410,425, 454及び
480 k<'/sの周波数が通信用として割り当てられ
ていました。長波は現在使用されておりません
が多くの前身校卒業生には思い出深い無線設備
でしょう。（本学名誉教授宮坂武芳）
